
平成30年（2018年）11月 発行
令和７年（2025年）1月 改訂第６版 発行
発行元：枚方市市長公室人権政策課
〒573-8666　枚方市大垣内町2丁目1-20
TEL:072-841-1424　FAX:072-841-1700
表紙イラスト：たけうちちひろ　監修：一般社団法人ELLY





LGBTQ+ の人たちは、全国で人口の約8.9% いるといわれています。
これは単純計算すると約1 1 人に1 人いることになり、AB 型／左利き
の人たちとほぼ同じ割合ともいえます。
メディアに登場する、LGBTQ+ の人たちはほんの一握りで、本当はとても
身近な存在。でも、今の社会では周囲の無理解や偏見を恐れ
誰にも伝えない人がた＜さんいます。
気がついていないだけで「あなたのそばにも」LGBTQ+ の人はいます。

出生時にきめられた性別と違う性別を生きる人、生きたい人

この冊子ではLGBTQ+を「性的マイノリティ」とします

これまで普通や当たリ前、自然とされてきた性に関する場面で
少数派にあたる人々を「性的マイノリティ」といいます。
性的マイノリティの中から、右の4 つの頭文字をまとめたものがLGBTです。
また、自分のセクシュアリティ（性のあり方）がわからない、決められない、
決めない人をQuestioning (クエスチョニング）といい、他にも自分を
男性・女性いずれとも認識していない人、他者に対して恋愛感情を持た
ない人など性のあり方は多様です。
性的マイノリティを表す総称のひとつをLGBTQ +といいます。

多様な性のあり方を表すために性的指向（性的魅力を感じる性別）と性自認
（自身の性別に対する認識）を用いた考えもあります。
性的指向と性自認は、本人の意思や努力によって変えることはできません。

QQ ++



性のあり方（セクシュアリティ）は4 つの要素があり、
「カラダの性、ココロの性、スキになる性、表現する性」
のかけあわせで考えられます。LGBTQ+の人だけでなく、
十人十色。一人ひとりに性のあり方があります。

性の多様性を表すシンボルカラーは6色の虹です。
虹色のグッズを身につけることは、
「LGBTQ+知っているよ」の合図となり
ALLY（アライ）=LGBTQ+の理解者
の可視化につながります。
　※アライ：支援/理解者の意味



枚方市の LGBTQ+相談窓口

相談日時等はウェブページを
ご確認ください。

「本当のことを伝えたら、嫌われるかも」

「ばれたら、いじめられるかもしれない」

LGBTQ+の人たちの多くは、差別や偏見の目を恐れ、

自分のことを伝えないまま過ごし、直面しやすい困りごとがあります。



LGBTQ+に関連する
本や映画を見たり、
イベント/講演会へ参加してみる。
自分が学び感じたことを
「肯定的なメッセージ」で
周囲の人に発信してみましょう。

LGBTQ+を理解し応援したい気持ち
があれは誰でもALLYになれます。
あなたの側にLGBTQ+の人がいない
のではなく、気づいていないだけ
かもしれません。
それと同じように、LGBTQ+の人も
誰が「ALLY」なのか分かりません。
LGBTQ+の人を探すのではなく、
ALLYの存在を伝えるために
できることを行動してみましょう。

一人ひとりが
ありのままに自分らしく住める枚方に。

LGBTQ+を含む多様な人々がありのままで過ごせる社会づくり、
一人ひとりが様々な色で「虹色に輝くまち」を目指して
できることから取リ組んでいきましょう。
あなたの相手を想いやる心が大切です。


